
会
　
　
告

　
二
〇
〇
四
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
一
～
月
二
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
間
野
英
二
、
愛
宕
元
の
両
氏

に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
撫
研
究
の

　
　
　
　
　
回
顧
と
今
後
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
野
英
二

中
国
歴
代
帝
陵
の
祭
祀
碑

氏

愛
宕
　
元
　
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
〇
四
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
馳
研
究
の

　
　
　
　
　
　
回
顧
と
今
後
の
課
題

間
　
野
　
英
　
二

　
［
　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
…
マ
謡
概
観

　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
は
、
十
五
琶
紀
末
の

中
央
ア
ジ
ア
に
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
王
子
と
し
て
生

ま
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
経
て
、
十
六
世
紀
の

前
半
、
イ
ン
ド
に
ム
ガ
ル
朝
を
開
設
し
た
バ
ー
ブ

ル
（
ザ
ヒ
ー
ル
ッ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

バ
ー
ブ
ル
）
が
母
語
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
テ
ユ
ル
ク

語
で
著
し
た
回
想
録
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
十

五
・
十
六
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
イ
ン
ド
の
歴
史
、
地
理
、
社
会
、
文
化
に
関

す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
著
者

バ
ー
ブ
ル
の
率
直
な
記
述
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
重
弁
で
は
稀
な
自
伝
文
学
の
傑
作
と
し
て
も
高

い
価
値
を
持
つ
。
こ
の
た
め
、
こ
の
書
物
に
つ
い

て
は
、
十
九
世
紀
の
前
半
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に

ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
で
研
究
が
開
始
さ
れ
、
以
来
、

多
く
の
業
績
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

研
究
の
土
台
と
す
べ
き
校
訂
本
が
な
お
出
版
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　
二
　
　
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
研
究
の
回
顧

　
筆
者
が
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
初
め
て
関

心
を
抱
い
て
よ
り
、
圃
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に

関
す
る
研
究
の
一
端
を
論
文
と
し
て
公
表
で
き
る

ま
で
に
、
お
よ
そ
二
十
年
と
い
う
長
い
準
備
期
間

が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
筆
者
の
怠
慢
の
他

に
、
研
究
開
始
当
時
の
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

の
水
準
が
な
お
低
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
筆
者

の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
臨
研
究
の
転
機
と
な
っ

た
の
は
、
～
二
年
間
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
へ
の
留

学
、
京
大
文
学
部
西
南
ア
ジ
ア
史
学
講
座
助
教
授

へ
の
採
用
、
東
京
外
大
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
誉
語

文
化
研
究
所
永
田
雄
三
教
授
を
中
心
と
す
る
共
同

研
究
「
西
ア
ジ
ア
研
究
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
開
始
、
こ
の
研
究
会

の
活
動
の
一
環
と
し
て
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー

マ
臨
ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
写
本
の
ロ
ー
マ
字
に
よ

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
入
力
、
文
部
省
在
外
研
究

員
と
し
て
の
海
外
で
の
バ
ー
ブ
ル
関
係
の
写
本
調

査
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
ロ
ー
マ
字
入
力
テ
キ

ス
ト
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
へ
の
転
換
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
研
究
に
は
長
い
時
間
を
要
し
た
が
、
一

九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
七
年
間
に
、

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究
』
全
四
冊
（
1
校
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訂
本
、
1
総
索
引
、
皿
訳
注
、
W
研
究
篇

「
バ
ー
ブ
ル
と
そ
の
時
代
」
、
松
香
堂
）
を
刊
行

し
、
研
究
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
う
ち
、
特
に
第
一
巻
と
第
二
巻
は
、

待
望
久
し
い
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
よ
る
校
訂
本
の
出

現
と
い
う
こ
と
で
、
幸
い
に
も
、
バ
ー
ブ
ル
の
故

郷
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
海
外
の
学
界
で
も
好
評
を
も
っ
て
迎
え

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
研
究
を
公
刊
で
き
た

の
は
、
①
東
京
外
大
テ
ユ
ル
ク
語
科
、
林
佳
世
子

氏
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
関
わ
る
多
大
の
教
示

と
援
助
、
京
大
文
学
部
西
南
ア
ジ
ア
史
研
究
室
関

係
諸
氏
の
全
面
的
な
協
力
、
②
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
急
激
な
発
達
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
印

刷
と
い
う
新
技
術
の
開
発
、
③
日
本
経
済
の
発
展

（
科
学
研
究
費
な
ど
を
利
用
し
て
海
外
で
何
度
も

写
本
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
）
な
ど
、
様
々

な
幸
運
に
恵
ま
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
三
今
後
の
課
題

　
バ
ー
ブ
ル
及
び
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
臨
に
つ

い
て
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
①

『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
こ
校
訂
本
は
出
版
し
た
が
、

校
訂
の
際
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
入

手
し
た
テ
ヘ
ラ
ン
写
本
な
ど
を
利
用
し
て
、
さ
ら

に
よ
り
正
確
な
校
訂
本
の
作
成
を
目
指
し
た
い
。

た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
修
正
す
べ
き
個
所
は

少
な
い
と
考
え
て
い
る
。
②
バ
ー
ブ
ル
は
『
バ
ー

ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
他
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
、

韻
律
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
等
に
関
わ
る
作

品
や
『
詩
集
』
な
ど
、
少
な
く
と
も
五
種
類
の
著

作
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
つ
い
て
も
研
究

を
進
め
た
い
。
③
欝
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
の
研
究

W
研
究
篇
バ
ー
ブ
ル
と
そ
の
時
代
』
で

「
バ
ー
ブ
ル
の
時
代
」
の
諸
相
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
の
点
が

多
い
。
今
後
は
、
例
え
ば
、
近
く
発
表
す
る
予
定

の
「
十
五
・
十
六
世
紀
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る

君
臣
儀
礼
」
と
い
っ
た
問
題
な
ど
、
残
さ
れ
た
課

題
の
解
明
を
続
け
た
い
。

中
国
歴
代
帝
陵
の
祭
祀
碑愛

　
　
宕

兀

　
筆
者
は
こ
こ
数
十
年
来
、
露
国
歴
代
の
皇
帝
陵

を
出
来
る
だ
け
多
く
現
地
で
実
際
に
見
る
こ
と
に

努
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
実
見
し
た
皇
帝
陵
は
、

秦
漢
、
三
国
、
魏
晋
南
北
朝
、
階
唐
、
五
代
十
国
、

南
北
両
宋
、
そ
し
て
明
清
期
の
も
の
五
〇
所
以
上

に
及
ぶ
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
五
胡
十
六
国
持

の
も
の
と
所
謂
征
服
王
朝
の
遼
・
金
・
元
の
皇
帝

陵
は
未
だ
実
見
し
て
お
ら
ず
、
今
後
に
残
さ
れ
た

課
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
五
胡
十
六
国
と
元
の
皇

帝
陵
は
い
ず
れ
も
潜
埋
方
式
で
あ
っ
て
、
地
表
面

に
な
ん
ら
標
識
を
設
け
な
か
っ
た
の
で
、
実
際
に

は
踏
査
し
よ
う
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ
て
、

こ
れ
ら
皇
帝
陵
は
版
築
工
法
で
人
工
的
に
積
み
上

げ
ら
れ
た
巨
大
な
覆
斗
型
の
墳
丘
墓
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
が
、
唐
代
の
太
宗
夢
野
以
下
の
過
半
は
自

然
の
山
塊
を
利
用
し
た
よ
り
壮
大
な
規
模
を
誇
る
。

陵
前
に
は
後
世
に
立
て
ら
れ
た
様
々
な
碑
が
残
さ

れ
て
い
る
。
古
い
も
の
で
は
後
漢
光
武
帝
原
陵
辱

の
「
大
難
新
修
後
漢
光
武
帝
廟
碑
」
や
北
周
文
万

成
陵
前
の
「
大
照
新
修
後
周
太
祖
文
安
帝
廟
碑
」

が
残
り
、
い
ず
れ
も
陵
に
付
設
さ
れ
た
廟
を
宋
代

に
修
築
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
陳
西
省
の

秦
漢
陵
や
猟
男
に
は
清
の
畢
沈
が
黙
許
年
間
に
陳

西
巡
撫
で
あ
っ
た
際
に
文
献
と
地
形
を
勘
案
し
な

が
ら
何
時
の
詩
話
の
帝
陵
で
あ
る
か
を
特
定
し
た

碑
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
碑
が
今
日
で
も
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
。
入
民
中
国
成
立
後
に
は
国
、

省
、
市
、
県
と
い
っ
た
各
級
レ
ベ
ル
の
文
物
保
護

単
位
を
示
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
碑
が
ほ
と
ん
ど
の
帝

陵
前
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
従
来
あ
ま
り

関
心
が
持
た
れ
て
こ
な
か
っ
た
小
さ
な
祭
祀
碑
が

い
く
つ
か
の
帝
陵
前
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
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祭
祀
碑
に
注
目
し
て
、
そ
の
残
存
率
や
立
碑
時
期

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
筆
者

が
実
見
し
た
帝
陵
で
の
祭
祀
碑
の
残
存
す
る
も
の

を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
漢
文
帝
覇
陵
U
所
在
地
は
三
二
省
西
安
市
覇
陵

　
　
区
毛
霧
院
村
。
康
煕
七
年
・
同
三
七
年
・
雍

　
　
正
元
年
・
乾
隆
一
四
年
・
二
二
〇
年
・
同
二

　
　
五
年
・
同
二
七
年
・
嘉
慶
二
四
年
及
び
年
次

　
　
不
詳
の
二
代
祭
祀
碑
九
基
が
残
存
す
る
。
そ

　
　
の
他
に
方
形
基
座
の
み
が
一
六
基
残
存
す
る
。

　
寒
流
帝
杜
陵
“
陳
西
甲
西
安
市
曲
江
郷
三
兆
村
。

　
　
康
煕
七
年
写
声
基
・
雍
正
三
年
・
乾
隆
三
年

　
　
の
清
代
祭
祀
碑
四
基
が
残
存
す
る
。

　
唐
高
祖
献
陵
一
陳
西
省
蕪
原
県
警
木
郷
永
合
村
。

　
　
康
煕
…
一
七
年
の
祭
祀
碑
一
基
の
み
が
残
存
す

　
　
る
。

　
唐
太
宗
昭
陵
”
陳
西
素
論
盗
難
姻
霞
・
趙
鎮
・

　
　
北
畑
郷
。
宋
代
以
降
の
祭
祀
碑
一
三
基
が
残

　
　
存
す
る
が
、
明
成
化
元
年
「
御
製
祝
文
」

　
　
碑
・
清
乾
隆
一
四
年
「
御
製
祝
文
」
碑
以
外

　
　
は
、
ほ
と
ん
ど
は
摩
滅
や
倒
壊
の
た
め
、
年

　
　
次
は
判
読
不
能
。

，
後
属
島
宗
慶
陵
一
河
南
省
薪
鄭
県
郭
店
郷
陵
上

　
　
村
。
歴
代
の
祭
祀
碑
四
四
基
が
残
存
す
る
。

　
　
う
ち
九
基
は
陵
上
村
民
に
持
ち
去
ら
れ
て
村

　
　
内
で
二
次
利
用
さ
れ
て
お
り
、
陵
葡
に
現
存

　
　
す
る
最
古
碑
は
明
宣
徳
元
叢
書
、
最
新
碑
は

　
　
清
寛
統
二
年
碑
で
、
明
嘉
靖
・
万
暦
年
間
の

　
　
祭
祀
碑
が
多
数
を
占
め
る
。

　
北
黒
八
陵
一
河
南
省
輩
義
市
箔
南
芝
田
鎮
。
太

　
　
祖
永
昌
陵
前
に
明
正
徳
元
年
立
の
「
祭
祀
祝

　
　
文
」
碑
の
み
が
現
存
す
る
。
（
明
代
工
四
回
、

　
　
清
代
二
四
圓
祭
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
嘉

　
　
靖
『
輩
県
警
隔
・
清
乾
隆
『
難
曲
志
』
に
見

　
　
え
る
）
。

　
か
く
見
て
く
る
と
、
後
面
世
宗
柴
栄
の
慶
陵
の

祭
祀
碑
が
突
出
し
て
多
い
の
に
気
付
く
。
五
代
最

後
の
後
周
の
二
代
目
で
、
在
位
は
わ
ず
か
六
年
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
宋
の
統
｝
の
先
鞭
を
つ

け
た
こ
と
か
ら
、
世
宗
論
栄
に
対
す
る
後
世
の
史

家
の
評
価
は
高
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
彼
を
有

名
に
し
た
の
は
元
末
明
初
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

白
話
小
説
『
水
島
伝
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

噌
水
潜
歯
槽
に
は
世
態
蓬
栄
の
嫡
流
の
子
孫
で
あ

る
小
旋
風
柴
進
な
る
人
物
が
登
場
し
、
多
く
の
無

頼
を
邸
に
匿
い
、
官
憲
の
手
が
及
ば
ん
と
す
る
と
、

宋
朝
よ
り
賜
っ
た
「
道
書
鉄
券
」
を
示
し
て
撃
退

す
る
と
い
う
痛
快
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

庶
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
絶
大
な
読
者
を
獲
得
し

た
『
水
濫
伝
』
の
影
響
こ
そ
が
、
慶
陵
前
の
祭
祀

碑
の
多
さ
の
最
大
の
背
景
で
あ
ろ
う
。
明
代
以
降

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
も
、
こ
の
よ
う

に
解
釈
す
る
こ
と
で
了
解
で
き
よ
う
。

二
〇
〇
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
総
会
の
記
録

　
間
野
氏
は
、
イ
ン
ド
・
ム
ガ
ル
朝
の
創
始
者
で

あ
る
バ
ー
ブ
ル
の
回
想
録
㎎
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー

マ
』
に
つ
い
て
概
観
し
、
四
〇
年
に
お
よ
ぶ
御
自

身
の
研
究
・
校
訂
・
訳
注
の
過
程
を
跡
づ
け
、
今

後
の
課
題
を
提
示
さ
れ
た
。
愛
宕
氏
は
、
綿
密
な

踏
査
に
基
づ
き
、
秦
始
皇
帝
陵
か
ら
清
薦
陵
に
い

た
る
五
三
陵
の
現
状
を
紹
介
し
、
陵
前
に
建
て
ら

れ
た
祭
祀
碑
が
各
皇
帝
の
後
世
評
を
示
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
お
二
人
と
も
長
年
に

わ
た
る
研
究
の
成
果
と
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
語

り
、
参
加
者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。

　
両
講
演
の
問
に
総
会
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
紀

平
英
作
理
事
長
が
挨
拶
し
た
後
、
江
川
温
氏
を
司

会
者
に
選
出
し
、
庶
務
・
編
集
・
会
計
に
関
す
る

報
出
口
・
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　
庶
務
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
①
開

か
れ
た
学
会
を
め
ざ
し
て
会
則
を
一
部
改
正
す
る

こ
と
、
②
来
年
度
か
ら
学
生
会
員
の
会
費
割
引
制
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